
「
国
語
I
」
　
の
実
践
的
研
究

一
　
は
　
じ
　
め
　
に

来
年
度
か
ら
'
新
学
習
指
導
要
領
に
追
づ
く
「
国
語
工
」
が
、
全
国
の
高
校

で
7
斉
に
実
施
さ
れ
る
3
　
こ
れ
に
先
立
っ
て
、
本
校
の
田
譜
科
(
八
名
)
　
で
は
'

過
去
三
年
間
、
新
し
い
「
国
語
I
」
の
あ
り
方
を
求
め
て
、
実
践
的
研
究
を
進

め
て
き
た
。
そ
の
概
蛸
を
報
告
す
る
と
と
も
に
へ
今
の
段
階
で
明
ら
か
に
な
っ

た
点
を
挺
示
し
た
い
3

こ
　
私
た
ち
の
基
本
的
立
場

「
国
語
I
」
と
い
う
科
目
の
性
格
を
、
私
た
ち
は
次
の
よ
う
に
整
地
し
た
。

①
　
国
語
の
弧
礎
的
・
謎
本
的
な
能
力
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
科
目
で
あ
る
3

㊥
　
従
前
の
「
別
代
国
語
」
と
古
典
に
関
す
る
科
目
の
基
本
的
な
内
容
を
整

思
し
て
構
成
さ
れ
た
総
合
的
な
科
目
で
あ
る
3

⑧
　
「
表
別
」
・
「
思
鮮
」
と
「
言
語
事
項
」
と
の
'
二
蝕
城
1
事
項
か
ら
構

成
さ
れ
る
科
目
で
あ
る
C
-

①
　
中
学
校
国
語
と
の
凶
逆
を
密
接
に
し
な
か
ら
'
そ
の
内
容
を
史
に
光
脱

さ
せ
た
科
目
で
あ
る
。

㊥
　
原
則
と
し
て
第
丁
学
年
に
お
い
て
全
山
に
原
修
さ
せ
る
も
の
で
あ
り
、

選
択
科
目
「
担
譜
Ⅱ
」
・
「
国
語
表
現
」
・
「
現
代
文
」
・
「
古
拙
」
の
学
習
の

基
礎
と
な
る
科
目
で
あ
る
。

こ
の
「
国
語
工
」
に
対
し
て
、
と
く
に
'
「
現
代
国
語
」
と
「
古
典
」
と
を

、
総
へ
‖
化
　
K
-
;
蝣
　
-
い
'
蝣
J

世
　
　
羅
　
　
博
　
　
昭

「
総
合
化
」
す
る
こ
と
に
対
し
て
、
真
否
両
論
が
あ
る
3
　
「
総
合
化
」
に
更
意

を
示
す
考
え
方
と
し
て
は
、

国
語
を
「
現
代
国
語
」
と
古
川
ハ
に
関
す
る
科
目
に
分
け
て
脱
修
す
る
方
式

は
'
従
米
長
-
行
わ
れ
て
相
当
の
成
果
を
あ
げ
て
き
た
が
'
本
来
両
者
は
、

連
続
し
た
言
語
文
化
と
し
て
把
出
さ
れ
る
べ
き
1
両
を
持
っ
て
お
り
へ
両
者

を
別
個
に
学
習
す
る
と
、
そ
の
共
通
性
'
迎
続
性
の
f
面
が
見
失
わ
れ
る
お

そ
れ
が
あ
る
3
殊
に
古
拙
を
学
ぶ
初
歩
の
段
階
で
は
'
連
続
性
を
保
っ
た
形

で
学
坦
す
る
方
が
自
然
で
無
比
な
-
学
習
で
き
、
ま
た
総
合
的
に
扱
う
方
が

両
者
の
学
習
出
や
進
虻
を
過
宜
調
整
で
き
る
と
い
う
利
点
も
あ
る
C
'

(
文
部
省
コ
尚
等
学
校
学
習
指
導
型
鋭
解
説
　
国
語
緬
.
[
9
ペ
ー
ジ
)

が
あ
る
3
こ
れ
に
対
し
て
'
石
・
址
的
な
意
見
と
し
て
は
t

G
J
　
ー
3
-
.
s
:
i
|
I
年
z
%
訂
の
「
2
Z
.
-
n
印
」
　
(
必
旧
の
5
2
<
a
口
説
)
　
e
火
舵
を

く
り
返
す
の
で
は
な
い
か
。

⑧
　
「
現
代
国
語
」
が
定
着
し
、
そ
の
研
究
成
果
も
あ
が
っ
て
い
る
の
に
'

ど
う
し
て
再
び
元
に
も
ど
す
必
要
が
あ
る
の
か
。

⑨
　
総
合
凹
語
で
は
'
組
織
的
・
体
系
的
な
指
導
が
で
き
ず
'
非
能
率
的
な

指
導
を
展
開
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

な
ど
が
'
主
な
も
の
で
あ
る
.

本
校
国
語
科
と
し
て
は
'
新
し
い
「
国
語
I
」
に
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
点
が
あ
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る
こ
と
を
確
認
し
た
上
で
'
改
訂
の
趣
旨
に
の
っ
と
り
'
・
「
現
代
文
」
・
「
古
文
」

・
「
摂
文
」
を
総
合
的
に
学
習
さ
せ
る
立
場
を
と
る
こ
と
に
し
た
。

「
現
代
文
」
・
「
古
文
」
・
「
洪
文
」
を
総
合
化
す
る
方
法
と
し
て
は
'
次
の
三

っ
の
型
が
考
与
り
れ
る
。
実
際
に
発
行
さ
れ
た
「
国
語
I
」
の
教
科
書
を
み
て

も
'
基
本
的
に
こ
の
三
つ
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

A
撃
　
現
代
文
舶
/
古
文
舶
/
洪
文
細
¥
　
　
　
　
　
　
　
　
(
-
0

B
撃
-
-
現
代
文
/
古
文
/
現
代
文
/
洪
文
/
-
　
　
　
　
　
　
(
竺

C
撃
　
現
代
文
・
古
文
・
洪
文
/
現
代
文
・
古
文
・
洪
文
/
・
-
　
M

(
括
弧
内
の
数
字
は
'
そ
れ
ぞ
れ
の
哩
に
該
当
す
る
教
科
古
数
を
示
す
。
)

A
型
と
B
哩
と
は
'
そ
れ
ぞ
れ
「
現
代
文
」
・
「
古
文
」
・
「
洪
文
」
の
学
習
香

通
し
て
'
結
米
と
し
て
こ
の
三
者
の
「
総
合
化
」
を
は
か
ろ
う
と
す
る
も
の
で
'

極
論
す
れ
ば
'
現
行
の
学
習
指
導
要
餌
に
弘
づ
い
た
指
導
の
場
合
と
基
本
的
に

あ
ま
り
変
わ
ら
ぬ
も
の
に
な
る
と
い
え
よ
う
。
そ
れ
で
は
へ
改
訂
の
趣
旨
に
ふ

さ
わ
し
-
な
い
.
そ
こ
で
'
私
た
ち
は
'
改
訂
の
舶
旨
に
故
も
今
っ
「
C
坦
」
'

す
な
わ
ち
'
単
元
.
,
J
と
に
・
「
現
代
文
」
・
「
古
文
」
・
「
洪
文
」
の
三
つ
を
総
合
化

す
る
方
法
を
と
る
こ
と
に
決
め
た
。
そ
し
て
'
ど
こ
ま
で
こ
の
7
単
兄
の
中
に
-

「
・
＼
'
.
・
:
.
・
i
∴
.
∴
　
∴
　
　
」
　
　
　
　
　
∴
∴
　
　
し
て
‥
0
:
 
'
:
O

実
践
的
に
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
。

次
の
間
加
は
'
何
を
棚
に
'
1
つ
塑
冗
の
坤
に
「
現
代
文
」
・
「
古
文
」
・
「
決

文
」
を
総
合
化
す
る
か
t
で
あ
る
。
軸
と
し
て
は
'
「
主
題
」
・
「
ジ
ャ
ン
ル
」
・

i
-
^
.
ト
J
;
.
"
'
i
.
　
∴
:
.
 
'
-
 
'
J
・
・
'
蝣
"
・
二
　
r
-
八
.
り
r
-
-
J
.
|
.
.
 
-
'
A
-
-
、
,
・
∴
・

i
R
J
-
「
技
能
塑
F
u
な
ど
を
飢
む
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
が
、
次
の
よ
う
な
仮
説

の
も
と
に
「
主
題
」
に
よ
る
塑
九
を
組
む
こ
と
に
し
た
。

、
=
)
　
I
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
上
　
　
　
　
　
し
-
S
"
'
'
J

徒
を
意
欲
的
に
学
習
さ
せ
や
す
い
の
で
は
な
い
か
。

㊥
　
T
つ
主
題
の
も
と
で
、
「
現
代
文
」
・
「
古
文
」
・
「
漢
文
」
を
そ
れ
ぞ
礼

読
み
比
べ
れ
ば
'
そ
れ
ぞ
れ
を
別
々
に
読
む
ば
あ
い
よ
り
も
'
生
徒
の
思

考
・
認
識
の
拡
充
・
深
化
を
は
か
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

な
お
へ
　
「
主
題
」
に
よ
る
単
兄
を
組
む
の
で
あ
る
か
ら
'
必
然
的
に
理
解
領

域
中
心
の
拍
元
を
組
む
こ
と
に
な
る
。

以
上
を
ま
と
め
る
と
'
私
た
ち
の
「
国
語
I
」
実
践
的
研
究
の
ね
ら
い
は
、

「
K
解
領
域
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
主
題
ご
と
に
t
 
F
現
代
m
・
r
古
文
』
・

r
洪
文
』
の
三
つ
を
総
合
化
し
て
'
言
語
文
化
の
共
通
性
'
逆
続
性
を
保
っ
た

形
の
学
習
を
お
こ
な
う
.
」
方
法
が
ど
こ
ま
で
有
効
性
を
持
ち
う
る
か
を
塑
り
か

に
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。

三
　
三
年
間
の
実
践
的
研
究
の
概
略

右
に
述
べ
た
よ
う
な
基
本
的
立
場
に
立
っ
て
'
昭
和
五
四
年
度
か
ら
三
年
問
、

」
　
　
.
=
-
i
.
<
-
.
v
.
'
・
　
て
　
・
,
;
;
>
;
.
'
.
‥
　
蝣
'
I
!
I
I
l
'
t

の
概
略
を
報
告
し
た
い
。

H

2

　

t

0

年

　

　

∵

　

　

　

二

　

!

"

:

・

・

'

!

　

?

.

:

蝣

'

:

-

-

第
7
年
次
は
'
ま
ず
主
遊
里
光
と
し
て
ど
の
よ
う
な
も
の
が
考
え
ら
れ
る
か

I
:
,
.
y
-
　
　
∴
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
∴
。
.
言
:
'
・
>
'
蝣
蝣
-

小

　

　

L

t

‥

蝣

i

-

刈

L

t

t

∵

=

・

い

'

I

'

-

-

 

-

」

・

・

′

＼

・

L

.

∵

　

　

　

汁

'

'

蝣

・

'

蝣

'

"

・

b

一

史
・
戦
争
と
人
間
・
こ
と
ば
・
芸
術
・
文
化
」
と
'
十
の
主
出
を
設
・
:
j
し
た
.

蝣

-

-

'

l

l

'

:

.

~

.

1

蝣

-

蝣

-

H

'

　

　

　

∴

∵

　

　

上

.

・

¥

-

>

:

-

"

Z

'

-

蝣

.

.

'

‥

"

1

-

-

‥

定
L
t
ど
の
よ
う
な
角
蛇
か
ら
「
自
然
」
に
切
り
込
む
か
の
検
討
に
入
っ
た
。

'
-
f
'
J
:
-
-
-
;
・
:
i
-
.
」
'
'
4
*
.
'
'
∴
-
r
-
1
.
 
1
"
-
-
蝣
蝣
蝣
'
:
-
'
I
り
‥
.
 
'
!
'
-
t
i
;
蝣
<
'
て
t
 
i
;
:
い
'
.
.
り
=
T
:

-
」
-
廿
d
<
-
'
-
j
l
-
^
i
 
c
j
:
-
:
,
 
'
-
?
r
¥
'
」
　
小
　
　
　
　
　
ト
　
ト
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破
壊
の
五
つ
に
分
析
し
た
上
で
'
四
つ
の
班
に
分
か
れ
て
'
教
材
の
選
択
'
単

元
の
構
成
を
は
か
り
へ
実
践
し
た
。

.
①
「
自
然
へ
の
回
帰
」
　
(
古
文
=
随
筆
洪
文
-
請
)

「
㊥
「
自
然
と
人
間
の
諸
相
」
　
(
現
代
文
-
小
説
・
_
随
想
・
評
論
'
古
文
=
物

‥
語
・
和
歌
へ
洪
文
-
請
)

・
@
「
自
然
の
断
絶
」
　
(
現
代
文
-
評
論
'
古
文
-
随
郡
・
和
歌
・
日
記
)

④
「
日
本
人
の
自
然
観
と
そ
の
課
題
」
　
(
現
代
文
-
評
論
'
古
文
=
和
歌
・

L
　
随
筆
・
俳
句
)

.
6
,
の
指
導
は
T
人
で
担
当
し
た
が
へ
そ
れ
以
外
は
す
べ
て
二
人
で
担
当
し
た
。

詳
し
く
は
'
「
r
国
語
工
j
の
実
践
的
研
究
仙
　
-
　
単
冗
『
自
然
L
b
場
合
　
-
　
」

(
「
同
語
科
研
究
紀
要
」
第
十
7
号
)
を
参
照
さ
れ
た
い
。

s
 
s
年
度
の
試
み
」
-
単
元
「
愛
」
の
場
合
　
-

第
二
年
次
は
'
軍
刀
「
変
」
を
取
り
上
げ
て
実
践
す
る
こ
と
に
し
た
。
こ
の

ヽ

ヽ

　

ヽ

ヽ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

場
合
も
'
「
愛
」
の
内
容
を
'
変
の
対
象
が
何
か
で
分
析
し
た
り
'
ど
の
よ
う

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

な
状
況
に
お
け
る
愛
か
で
分
析
し
た
り
し
た
上
で
'
四
つ
の
実
践
を
お
こ
な
っ

た
。①
「
愛
I
出
会
い
と
別
離
と
　
-
　
」
　
(
現
代
文
=
訴
'
古
文
-
物
語
'
洪

:-j-請)

㊥
「
私
の
考
え
る
愛
の
す
が
た
」
　
(
現
代
文
=
評
論
'
撰
文
=
思
想
)

㊥
「
愛
　
-
　
戦
い
の
庭
で
1
」
　
(
別
代
又
-
短
歌
・
評
論
・
小
説
、
古
文

=
物
語
)

①
「
状
況
と
変
の
姿
」
　
(
現
代
文
-
小
説
'
古
文
-
物
語
)

①
の
指
導
は
二
人
で
担
当
し
た
が
'
そ
れ
以
外
は
す
べ
て
7
人
で
担
当
し
た
。

'
評
し
く
は
'
「
r
国
語
工
し
の
実
践
的
研
究
i
i
　
-
　
単
冗
r
変
j
の
場
合
　
-
　
」

・
r
e
語
科
研
究
紀
要
」
第
十
二
号
)
を
参
照
さ
れ
た
い
.

・
矧
　
5
6
年
度
の
試
み
　
-
　
八
つ
の
単
冗
を
中
心
に
　
-

第
三
年
次
は
'
「
自
然
」
・
「
愛
」
以
外
の
八
つ
の
主
題
単
冗
を
そ
れ
ぞ
れ
か

分
担
し
て
単
冗
計
画
を
た
て
'
そ
れ
を
全
員
で
検
討
し
て
い
っ
た
。

①
竪
冗
「
旅
　
-
　
旅
の
こ
こ
ろ
-
」
　
(
現
代
文
-
紀
行
文
・
評
論
'
古
文

4
_
=
紀
行
文
'
漢
文
-
請
)

⑦
単
冗
「
自
我
-
少
女
た
ち
の
心
-
」
　
(
現
代
文
-
小
説
'
古
文
=
物

語
)

6
L
単
冗
「
歴
史
-
時
代
に
生
き
る
人
々
-
」
　
(
現
代
文
=
小
説
・
伝
説
へ
・
古

文
=
物
語
'
洪
文
-
史
話
)

⑦
塑
R
「
戦
争
と
人
間
I
庶
民
の
課
題
-
」
　
(
現
代
文
=
詩
・
小
説
・

評
論
'
古
文
-
物
語
)

㊥
単
R
r
社
会
と
ひ
と
」
　
(
現
代
文
=
小
説
・
評
論
、
古
文
=
物
語
・
漢
文
一

"
思
想
)

の
塑
冗
「
こ
と
ば
」
　
(
現
代
文
-
評
論
・
小
説
、
古
文
=
随
筆
、
漢
文
=
詩

・
逸
話
)

の
単
元
「
芸
術
-
制
作
と
事
受
-
」
　
(
現
代
文
-
評
論
・
小
説
'
古
文

=
説
話
)
「
　
　
　
　
　
　
卜
-
・
∴
　
I
-
J
L
.
　
　
　
∴
.
・
'
ふ
-
.
I
!
-
-
'

漢
文
=
詩
・
歳
時
記
)

6
・
㊥
・
⑥
・
㊦
の
塑
光
は
'
実
際
に
授
業
を
お
こ
な
っ
た
。
㊥
の
指
導
は

二
人
で
担
当
し
た
が
'
あ
と
は
7
人
で
担
当
し
た
。
①
・
③
・
㊥
・
⑧
の
吻
合

は
'
塑
冗
計
両
の
細
案
は
た
て
た
が
'
授
業
は
お
こ
な
わ
な
か
っ
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
実
践
例
を
紹
介
す
れ
ば
よ
い
の
だ
が
'
紙
何
の
ゆ
と
り
が
な
い

の
で
'
里
冗
「
歴
史
　
-
　
時
代
に
生
き
る
人
々
I
」
の
単
冗
計
画
を
紹
介
す

る
に
と
ど
め
る
。
こ
の
時
間
配
当
十
五
時
間
で
災
践
を
し
た
。
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四
　
明
ら
か
に
な
っ
た
J
.
I
と
　
-
　
成
果
と
放
児
　
-

「
総
合
化
」
に
つ
い
K
学
習
者
は
次
の
ヰ
っ
な
感
想
を
記
し
て
い
る
。

<
長
所
V

A
　
高
校
に
入
っ
て
急
に
「
古
文
」
と
い
う
難
し
そ
う
な
科
目
が
で
き
て
'

ど
う
し
よ
う
か
と
思
っ
て
い
た
の
で
'
今
ま
で
i
J
あ
ま
り
変
わ
ら
ぬ
授
業

の
中
で
自
然
に
「
古
文
」
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ
た
。
(
女
)

B
 
T
つ
こ
と
が
ら
に
つ
い
て
探
く
折
り
下
げ
ら
れ
て
よ
い
。
古
文
と
現
代

文
i
J
の
差
と
い
う
も
の
を
あ
ま
り
感
じ
な
-
な
り
'
古
文
に
対
し
て
抵
抗

感
を
持
た
な
く
な
っ
て
く
る
よ
う
だ
。
国
語
と
は
日
本
人
が
長
い
年
月
を

経
て
築
き
上
げ
て
き
た
感
覚
を
学
び
と
る
も
の
だ
と
思
う
か
ら
'
こ
の
や

り
方
は
と
て
も
よ
い
と
思
う
。
(
班
)

C
　
「
自
我
」
の
テ
ー
マ
で
現
・
古
'
同
時
に
や
る
と
い
う
の
は
'
古
文
に

も
興
味
が
わ
き
'
ま
た
'
お
も
し
ろ
-
?
　
授
受
も
進
め
ら
れ
た
し
、
今

ま
で
と
辺
っ
て
'
充
実
感
が
あ
っ
た
。
(
男
)

D
　
テ
ー
マ
を
広
い
範
閑
か
ら
考
え
ら
れ
る
。
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
ら
を
比

較
で
き
る
。
従
っ
て
、
内
容
を
深
く
追
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
(
男
)

E
　
国
語
と
い
う
科
目
は
教
科
F
.
=
を
忠
実
に
勉
強
し
て
い
-
ば
か
り
で
は
な

く
て
'
い
ろ
い
ろ
な
生
き
方
・
考
え
方
を
探
-
学
習
し
て
、
私
た
ち
が
そ

れ
を
養
っ
て
い
く
科
目
だ
と
思
う
.
だ
か
ら
f
つ
の
こ
と
に
つ
い
て
探
-

学
習
し
て
い
く
や
り
方
は
'
よ
か
っ
た
。
(
刀
)

F
　
現
代
文
'
古
文
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
授
業
に
変
化
が
あ
っ

て
よ
い
。
・
(
女
一

G
　
授
業
時
間
が
と
び
と
び
に
な
ら
な
い
。
(
刀
)

<
短
所
∨

H
　
文
法
な
ど
の
学
習
面
の
能
率
的
な
学
習
が
で
き
な
い
。
(
刀
)

I
　
現
国
な
ら
現
国
'
古
文
な
ら
古
文
の
'
そ
れ
ぞ
れ
特
有
の
も
の
を
つ
か

み
に
く
い
と
い
う
こ
と
で
、
古
文
の
文
法
な
ど
も
、
あ
ま
り
探
-
理
解
で

き
な
く
な
る
の
で
は
と
思
っ
た
。
(
刀
)

1
　
き
ら
い
な
主
題
単
冗
の
問
じ
ゅ
う
授
業
が
お
も
し
ろ
-
な
-
な
る
こ
と

が
あ
る
。
(
女
一

K
　
や
は
り
何
時
問
も
同
じ
テ
ー
マ
だ
と
飽
き
が
く
る
。
二
作
品
く
ら
い
を

と
り
あ
げ
る
の
が
よ
い
.
(
女
)

L
　
古
文
と
現
国
を
7
絹
に
す
る
と
、
両
方
が
こ
ん
が
ら
が
っ
て
き
て
わ
か

・
-
'
t
?
く
な
る
　
　
(
^
)

M
　
変
わ
り
め
が
少
し
調
柴
が
悪
い
と
失
敗
す
る
か
も
し
れ
な
い
.
(
女
一

(
単
冗
「
自
我
」
学
習
後
に
書
か
せ
た
感
想
よ
り
)

こ
れ
ら
の
感
想
を
も
ふ
尊
兄
な
が
ら
、
三
年
間
に
及
ぶ
「
国
語
I
」
の
実
践

的
研
究
を
通
し
て
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
を
'
簡
条
書
き
に
し
た
い
o

川
　
ま
ず
'
総
括
的
に
、
主
題
単
u
r
,
に
よ
る
「
総
合
化
」
の
意
義
あ
る
点
を
'

二
点
あ
げ
た
い
。

①
　
感
想
<
・
M
・
O
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
1
つ
の
i
i
i
過
の
も
と
に
、
「
現

代
文
」
・
「
古
文
」
・
「
漢
文
」
を
合
わ
せ
て
学
習
す
る
方
法
は
'
古
文
・
摂

文
を
説
む
興
味
と
関
心
曇
尚
め
る
の
に
布
効
で
あ
る
と
と
も
に
'
「
現
代

文
」
・
「
古
文
」
・
「
洪
文
」
そ
れ
ぞ
れ
の
学
習
の
意
義
を
H
究
さ
せ
る
の
に

役
立
つ
。

@
　
ま
た
、
感
想
D
・
E
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
学
習
者
の
思
老
・
認
識
の

拡
充
・
探
化
を
は
か
る
の
に
も
有
効
で
あ
る
。
具
体
的
に
毒
見
ば
、
同
7

主
題
の
も
と
で
「
古
文
」
・
「
現
代
文
」
を
読
ん
だ
現
合
に
は
'
歴
史
的
視
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点
に
立
っ
て
両
者
を
比
較
し
て
読
め
る
の
で
'
日
本
文
化
'
あ
る
い
は
日

本
人
の
も
の
の
見
方
・
感
じ
方
の
速
統
性
(
不
易
性
)
　
と
非
道
続
性
(
流

行
性
一
と
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
'
こ
の
学
習

を
お
こ
な
え
ば
'
現
在
と
い
う
時
間
に
生
き
る
自
己
の
位
社
を
把
挺
す
る

こ
と
が
で
き
る
と
同
時
に
、
日
本
文
化
創
造
の
に
な
い
手
と
し
て
今
後
の

あ
り
方
に
つ
い
て
も
思
い
を
め
ぐ
ら
す
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
ま
た
'
「
古

文
」
・
「
洪
文
」
・
「
現
代
文
」
　
の
三
つ
を
読
ん
だ
似
合
に
は
'
「
古
文
」
・

「
別
代
文
」
の
二
つ
を
読
ん
だ
場
合
に
比
べ
て
'
さ
ら
に
「
漢
文
」
が
加

わ
る
の
で
、
日
本
と
中
間
と
の
比
較
も
で
き
'
附
広
い
視
野
か
ら
そ
の
主

題
に
つ
い
て
考
え
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

上山のt̂
. '-J

㊥
　
十
の
主
題
を
設
定
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
単
冗
を
組
ん
で
尖
践
を
お
こ
な
っ

た
が
'
設
定
し
た
十
の
主
題
そ
の
も
の
の
検
討
も
今
一
捜
し
て
お
く
必
要

が
あ
る
。
た
と
え
ば
'
こ
の
た
び
の
実
践
で
は
単
冗
丁
自
然
」
で
T
部
と

り
入
れ
た
が
'
現
代
を
生
き
る
学
習
者
に
と
っ
て
'
「
現
代
文
明
」
や
「
自

然
科
学
」
な
ど
に
つ
い
て
も
考
え
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
0
そ
の
場
合
、
ど

の
よ
う
な
主
題
を
設
定
し
て
「
古
文
」
・
「
現
代
文
」
な
ど
を
合
わ
せ
た
単

元
を
組
む
こ
と
が
で
き
る
か
'
検
討
を
加
え
た
い
。

④
　
大
き
な
主
題
が
決
ま
っ
て
も
'
そ
の
主
題
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
角
度

か
ら
切
り
込
む
か
'
そ
の
切
り
込
み
方
が
主
題
に
よ
る
単
冗
学
習
の
成
否

の
蝕
を
舶
る
。
た
と
え
ば
'
単
冗
「
自
然
」
の
似
合
、
「
自
然
」
に
対
し

て
ど
の
よ
う
な
角
度
か
ら
切
り
込
む
か
。
私
ど
も
は
'
「
自
然
」
の
内
容

を
'
自
然
と
人
間
と
の
関
係
に
お
い
て
'
㈱
自
然
の
神
柑
　
㈱
自
然
と
の

7
体
感
　
㈲
自
然
へ
の
斑
怖
　
伽
自
然
の
征
戯
　
㈲
自
然
の
破
壊
　
の
五

つ
に
分
析
し
た
上
で
'
小
主
題
を
決
定
し
た
。
「
自
然
と
人
間
の
諸
相
」
と

い
う
坦
u
h
を
組
ん
で
'
㈲
㈲
㈲
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
人
間
と
自
然
と
の
か
か

わ
り
方
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
実
践
や
'
「
自
然
へ
の
回
帰
」
と
い
う
単
R

を
組
ん
で
'
㈱
の
立
松
を
中
心
に
お
い
て
、
現
実
の
社
会
で
生
活
に
疲
れ

た
人
間
が
自
然
の
中
に
身
を
琵
き
'
自
然
と
T
休
化
す
る
中
で
生
き
る
カ

を
得
よ
う
と
す
る
姿
を
見
つ
め
さ
せ
る
実
践
な
ど
を
お
こ
な
っ
た
。
同
じ

「
自
然
」
と
い
う
塑
兄
で
も
'
ど
の
よ
う
な
角
度
か
ら
切
り
込
む
か
に
よ

っ
て
'
学
習
者
に
と
っ
て
や
り
が
い
の
あ
る
単
兄
に
な
る
か
ど
う
か
が
決

ま
る
。

㊥
　
主
題
の
決
定
に
あ
た
っ
て
は
'
学
習
者
の
発
達
段
肥
や
へ
興
味
・
関
心

を
考
慮
に
入
れ
る
必
要
が
あ
る
。
主
題
は
指
導
者
が
退
J
u
j
す
る
も
の
で
あ

る
が
'
学
習
者
の
胸
の
中
や
学
習
活
動
の
中
で
生
き
る
⊥
題
を
兄
い
だ
し

た
い
。
そ
う
す
れ
ば
'
感
想
-
な
ど
は
生
ま
れ
て
こ
な
い
。

数
日
の
z
i
-
y
.

㊥
　
主
題
に
よ
っ
て
は
'
「
古
文
」
・
「
洪
文
」
・
「
現
代
文
」
す
べ
て
の
教
材

を
探
し
て
く
る
の
に
閑
雅
な
場
合
が
あ
る
。
「
自
然
へ
の
回
帰
」
と
い
う

単
U
,
,
の
場
合
に
は
'
「
現
代
文
」
に
適
当
な
教
材
が
見
つ
か
ら
ず
「
古
文
」

と
「
撰
文
」
で
郎
元
を
舶
成
し
た
。
ま
た
'
単
元
「
口
哉
　
-
　
少
女
た
ち

の
心
　
-
　
」
の
似
合
は
'
「
洪
文
」
に
過
当
な
教
材
が
蝣
蝣
/
I
)
見
で
き
ず
、
「
古

文
」
と
「
現
代
文
」
だ
け
で
単
元
を
組
ん
だ
。

、
　
ハ
t
f
の
y
^
i
i
山
2
v
!
f
'
て
は
'
仝
単
元
を
-
j
;
g
し
て
T
つ
の
蝣
.
.
¥
+
蝣
.
ノ
ル

を
も
欠
落
し
な
い
よ
う
に
、
ジ
ャ
ソ
ル
へ
の
配
慮
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
'

学
習
者
に
教
材
を
選
ば
せ
る
こ
と
も
今
後
考
え
て
い
き
た
い
。

⑤
　
教
材
の
退
・
:
j
に
あ
た
っ
て
ば
'
学
習
者
の
興
味
・
間
心
は
も
と
よ
り
'

m



発
達
段
階
や
学
力
の
実
態
に
即
し
た
教
材
の
内
容
　
(
質
)
　
と
虫
を
考
え
る

必
要
が
あ
る
。
指
導
者
は
つ
い
つ
い
力
ん
で
し
ま
っ
て
'
難
解
な
教
材
を

と
り
あ
げ
た
り
'
記
を
欲
ば
っ
た
り
し
て
し
ま
う
。
感
想
K
に
も
あ
る
よ

う
に
'
あ
ま
り
取
り
上
げ
る
教
材
を
多
く
し
な
い
こ
と
'
言
い
か
え
れ
ば
t

T
E
時
間
に
わ
た
る
噌
元
を
組
ま
な
い
こ
と
で
あ
る
。

教
材
の
配
列
~

⑧
　
教
材
の
配
列
に
あ
た
っ
て
は
'
学
習
者
の
思
考
・
認
識
の
拡
充
・
深
化

を
は
か
る
の
に
有
効
な
構
造
化
を
は
か
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

教
材
の
配
列
の
型
と
し
て
は
'
次
の
二
つ
が
あ
る
。

㈱
純
列
撃
　
同
T
テ
ー
マ
の
教
材
を
配
列
す
る
.

(
例
1
)
　
塑
冗
「
歴
史
　
-
　
時
代
に
生
き
る
人
々
　
-
　
」
の
場
合

#　　入

㈲
茄
屑
型
　
　
対
立
的
内
容
の
教
材
や
発
展
教
材
な
ど
を
P
I
尉
的
に
配
列

す
る
。

(
例
3
)
　
単
冗
「
文
化
　
-
　
年
中
行
弔
　
-
　
」
の
場
合

ひな祭りの心
鯉　の　ぼ　り

(現代文・評論)

印象に残る年
中行!jv Cごく)

l

l I I

折
節
叫
矧
I
s
,
習

(
古
文
・
随
筆
)

.
q
迫
牽
牛
星
・
七
夕

(
漢
文
・
詩
)

九
月
九
日
憶
山
中
兄
弟

(
洪
文
・
詩
)

九
月
九
日
四
民
迫
籍
野

食
　
　
(
撰
文
・
詩
)

jf I_ti二ふ:・]
二

ま　と　め

無
名
の
人
　
(
現
代
文
・
小
説
)

臥
薪
嘗
胆
　
(
淡
文
・
史
話
)

L
E
刀
は
む
か
し
の
撒
冨
文
・
物
語
)
千

私
の
祖
父
(
現
代
文
・
伝
説
)
　
　
T

(
例
2
)
単
冗
「
自
我
　
-
　
少
女
た
ち
の
心
I
」
の
場
合

い

>

-

-

(

蝣

;

-

:

:

蝣

蝣

蝣

-

:

-

・

い

I

虫
め
づ
る
姫
刑
　
(
古
文
・
物
語
)

↓
　
∧
平
安
∨

↑
　
∧
現
代
∨

こ蝣ty　　く

(まとめ)

女
　
生
　
徒
(
現
代
文
・
小
説
)

靴
列
型
は
思
考
・
認
識
の
拡
充
を
は
か
る
の
に
有
効
で
あ
る
が
'
そ
の

探
化
を
は
か
る
点
で
は
劣
る
。
重
層
型
は
'
思
考
・
認
識
の
拡
充
の
み
な

ら
ず
深
化
を
は
か
る
こ
と
に
も
有
効
で
あ
る
.
た
だ
'
T
型
冗
が
膨
ら
む

こ
と
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

㊥
　
教
材
の
配
列
に
あ
た
っ
て
は
'
中
核
教
材
・
発
展
教
材
な
ど
'
そ
の
単

元
内
に
お
け
る
教
材
の
位
置
づ
け
を
明
確
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、

学
習
者
の
思
考
・
認
識
の
深
化
を
は
か
る
た
め
に
「
評
論
」
教
材
は
有
効

で
あ
る
。
そ
の
用
い
方
を
工
夫
し
た
い
。

指
導
の
あ
り
方

⑲
　
「
国
語
H
」
の
担
当
の
し
方
と
し
て
'
こ
の
三
年
間
へ
　
二
人
で
担
当
す

る
場
合
と
r
人
で
担
当
す
る
場
合
と
を
実
践
し
て
き
た
が
'
「
総
合
化
」

の
立
場
か
ら
す
る
と
'
7
人
で
担
当
す
る
の
が
よ
い
と
言
っ
て
よ
か
ろ
う
9

T
人
で
担
当
す
る
場
合
は
'
た
し
か
に
教
材
集
め
や
教
材
研
究
な
ど
つ
・
.
A

い
点
は
あ
る
が
t
 
T
質
し
た
指
導
や
学
習
者
の
実
態
に
応
じ
て
臨
機
応
変
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の
対
応
も
と
れ
る
9
I
K
で
担
当
す
る
場
合
で
も
'
I
K
の
迅
靴
が
十
分

に
取
れ
れ
ば
'
教
材
集
め
や
教
材
研
究
も
徹
底
で
き
る
し
'
相
互
に
啓
発

し
令
凡
て
'
二
人
担
当
制
も
慈
-
は
な
い
が
'
実
際
に
二
人
が
お
互
い
の

授
業
内
容
を
も
つ
か
ん
で
総
合
化
を
は
か
っ
て
い
-
の
は
容
易
な
こ
と
で

は
な
い
。
‥
‥
'
>
'
・
'
.
,
'
'
∴
?
"
-
'
蝣
-
'
'
‥
　
　
　
言
‥
.
.
三
・
'
・
∵
!
'
.
:
'
i
f
-
,
V
'
'

た
め
に
は
'
次
の
よ
う
な
点
に
注
意
し
て
指
導
過
程
を
組
む
こ
と
が
大
切
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∴
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授
業
の
構
想
を
学
習
者
に
周
知
徹
底
す
る
こ
と
。

①
　
常
に
埠
刀
全
休
を
見
通
し
な
が
ら
'
今
'
何
の
た
め
に
何
を
し
て
い

る
の
か
を
学
習
者
に
自
覚
化
さ
せ
て
お
-
こ
と
。

⑳
　
館
に
前
段
階
で
と
り
あ
げ
た
教
材
と
の
関
連
を
は
か
り
、
〟
総
合
化
″

の
意
識
を
喚
起
す
る
こ
と
.

㊤
　
指
導
の
途
中
で
学
習
者
の
書
い
た
感
想
文
を
教
材
と
し
て
用
い
た
り
'

話
し
合
い
学
習
を
と
り
入
れ
た
り
す
る
と
よ
い
。

㊥
　
同
T
の
教
材
に
よ
る
基
本
的
な
学
習
が
終
わ
っ
た
後
に
'
発
展
学
習

と
し
て
、
学
習
者
7
人
ひ
と
り
が
個
別
的
に
、
自
分
の
抱
い
た
問
題
点

の
解
決
の
た
め
に
自
ら
木
を
選
ん
で
読
ん
で
い
-
と
い
う
学
習
を
設
定

す
る
こ
と
も
と
り
入
れ
て
い
き
た
い
.

⑲
　
主
題
に
よ
る
「
総
合
化
」
を
ほ
か
る
学
習
は
'
学
習
者
の
問
題
意
識
を

E
め
'
「
古
典
」
と
「
現
代
国
語
」
と
の
連
続
性
を
は
か
る
こ
と
が
で
き

る
と
い
う
利
点
は
あ
各
が
'
さ
き
に
あ
げ
た
学
習
者
の
感
想
G
・
H
に
も

・
¥
>
の
一
m
が
>
」
蝣
蝣
S
よ
う
に
'
土
山
に
よ
る
叩
元
K
v
刊
は
と
か
-
Z
"
.
;
h
把
柑

に
中
心
が
い
き
'
言
語
技
能
を
育
て
る
指
導
が
不
十
分
に
な
り
が
ち
で
あ

る
。
そ
の
克
服
の
た
め
に
は
'
高
等
学
校
三
年
間
の
国
語
科
教
育
を
見
通

し
た
能
力
一
党
表
を
作
成
し
'
そ
れ
ぞ
れ
の
単
冗
、
あ
る
い
は
教
材
の
学

習
で
身
に
つ
け
る
べ
き
「
能
力
」
を
明
確
に
し
て
指
導
を
し
て
い
き
た
い
C
.

⑱
　
古
典
の
指
導
に
つ
い
て
は
'
根
本
的
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

㊦
　
「
国
語
工
」
に
お
け
i
Q
古
典
指
導
を
'
ま
ず
、
中
*
v
校
三
年
阻
'
`
高

二
「
国
語
Ⅱ
」
'
高
Ⅱ
「
古
典
」
と
い
う
前
後
の
見
辿
し
の
中
で
位
置
づ

け
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

⑦
　
「
国
語
工
」
に
お
け
る
古
典
指
導
を
「
生
徒
に
姑
仙
ハ
ヘ
の
関
心
を
芽

隼
見
さ
せ
'
現
代
生
活
の
中
で
古
典
を
読
む
こ
と
の
意
味
を
考
え
気
づ

か
せ
て
い
-
学
習
指
導
」
　
(
大
平
浩
哉
氏
「
改
訂
高
等
学
校
学
習
指
導

要
領
の
展
開
　
国
語
科
編
」
8
7
ペ
一
だ
と
す
る
な
ら
ば
'
高
校
1
年
の

段
階
で
は
'
あ
ま
り
口
語
訳
や
文
法
に
こ
だ
わ
ら
ず
'
古
典
を
文
学
と

し
て
読
み
味
わ
う
指
導
を
し
て
い
-
の
が
望
ま
し
い
。

⑳
　
そ
の
た
め
に
は
'
単
九
主
題
と
も
関
通
す
る
が
、
学
習
者
の
心
情
に

マ
ッ
チ
し
た
教
材
へ
学
習
者
の
日
常
性
に
衝
撃
を
与
え
る
教
材
や
、
な

ん
ら
か
の
知
的
興
味
を
も
た
ら
す
教
材
与
川
態
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ

*
"
i
'
3

㊤
　
染
料
作
り
に
は
、
今
ま
で
以
上
に
言
語
抵
抗
を
と
り
除
-
工
夫
が
必

要
で
あ
る
。
こ
の
た
び
の
実
践
の
中
で
も
'
口
語
訳
つ
き
へ
原
文
に
傍

注
を
つ
け
た
党
料
や
書
き
下
し
文
の
活
用
な
ど
'
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
を

し
た
。
ま
た
へ
　
「
学
習
の
手
引
き
」
や
「
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
」
な
ど
を
準

僻
し
て
'
学
習
の
し
方
を
示
し
て
や
る
こ
と
も
工
夫
し
た
い
。

⑳
　
音
読
・
朗
読
を
試
視
し
た
り
'
視
聴
覚
教
材
を
取
り
入
れ
た
り
し
て
'
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授
業
に
変
化
を
つ
け
た
兼
し
い
古
典
の
学
習
を
工
夫
し
た
い
。

㈲
　
別
解
と
表
現
と
の
関
連

⑬
　
別
解
と
表
現
と
の
関
連
的
指
導
と
し
て
は
'
次
の
二
つ
の
班
の
実
践
が

で
き
た
。

㈹
和
解
の
拡
充
・
深
化
を
は
か
る
た
め
に
書
か
せ
る
指
導

ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
実
践
が
こ
れ
で
あ
る
。
詔
か
せ
る
切
と
し
て
は
'

単
九
の
途
中
と
終
わ
り
の
二
つ
が
考
え
ら
れ
る
。
実
践
の
ほ
と
ん
ど
は
'

坦
冗
の
終
わ
り
に
「
ま
と
め
」
と
し
て
朔
日
か
せ
て
い
る
が
'
塑
刀
の
途
中

で
苗
か
せ
て
'
そ
れ
を
教
材
と
し
て
用
い
る
よ
う
な
実
践
を
も
っ
と
開
拓

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

㈲
豪
現
の
た
め
の
内
容
を
育
て
る
こ
と
を
ね
ら
っ
た
別
解
の
指
導

軍
刀
「
変
1
私
の
考
え
る
愛
の
す
が
た
　
-
　
」
の
場
合
が
'
こ
の
立

1
F
を
と
る
。
「
私
の
寧
見
る
変
の
す
が
た
」
を
古
-
こ
と
を
臼
楯
に
L
t
そ

の
た
め
に
「
漢
文
」
・
「
現
代
文
」
を
読
ま
せ
て
t
 
m
H
く
内
容
を
育
て
る
指

導
を
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
の
指
導
過
程
は
'
次
の
よ
う
に
な
る
。

古
-
　
課
題
(
テ
ー
マ
一
に
つ
い
て
の
自
分
の
考
え
を
古
く
。

書
-
こ
と
に
よ
っ
て
自
分
の
感
想
・
意
見
を
自
覚
化
し
'
自

己
の
課
題
・
問
題
意
識
を
持
つ
。

読
む
　
作
品
(
文
草
)
を
読
み
'
多
様
な
考
え
を
知
る
。

視
野
の
拡
大
を
は
か
る
。
他
の
人
の
感
想
・
意
見
を
知
る
こ

と
を
も
含
め
て
よ
い
。

Ⅱ
　
書
-
・
・
・
-
課
題
(
テ
ー
マ
)
に
つ
い
て
の
自
分
の
考
え
を
古
く
。
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評
価
の
あ
り
方

⑮
　
7
つ
の
主
題
の
も
と
に
「
現
代
文
」
・
「
古
文
」
・
「
洪
文
」
の
三
つ
を

「
総
合
化
」
し
て
'
学
習
者
の
思
考
・
認
識
の
拡
充
・
深
化
を
は
か
る
と

と
も
に
'
言
語
技
能
を
育
て
る
指
導
を
し
て
き
た
3
　
「
別
代
文
」
・
「
古

文
」
'
「
洪
文
」
そ
れ
ぞ
れ
の
言
語
技
能
が
ど
こ
ま
で
身
に
つ
い
た
か
を
評

価
す
る
こ
と
は
従
来
ど
お
り
可
能
で
あ
る
が
'
学
習
者
の
思
考
・
認
識
の

拡
充
・
探
化
を
評
価
す
る
の
は
な
か
な
か
む
ず
か
し
い
。
今
の
と
こ
ろ
、

授
業
中
の
準
言
内
容
や
'
事
前
・
弔
後
の
感
想
文
に
よ
っ
て
評
価
す
る
や

り
方
し
か
へ
と
っ
て
い
な
い
O
今
後
へ
さ
ら
に
検
討
を
加
え
て
い
き
た
い
。

五
　
お
　
あ
　
り
　
に

三
年
間
に
及
ぶ
「
国
語
I
」
の
実
践
的
研
究
の
概
略
を
紹
介
し
'
さ
ま
ざ
ま

な
成
果
と
課
題
を
明
ら
か
に
し
て
き
た
が
'
今
'
こ
れ
ら
の
成
果
と
課
題
を
ふ

ま
え
て
'
来
年
度
か
ら
実
施
に
入
る
「
国
語
I
」
の
年
間
指
導
計
画
の
作
成
に

入
っ
て
い
る
。
今
の
と
こ
ろ
で
は
'
来
年
度
の
竪
冗
構
成
の
型
と
し
て
、
今
ま

で
ど
お
り
す
べ
て
の
単
兄
を
「
主
題
単
R
J
で
通
す
型
と
、
新
た
に
、
「
主
題

単
R
J
を
組
む
ほ
か
に
'
そ
の
「
主
題
単
R
」
の
学
習
を
成
り
立
た
せ
る
基
本

と
し
て
の
「
学
習
の
仕
方
」
や
「
技
能
(
ス
キ
ル
〓
を
育
て
る
「
基
礎
単
R
J

を
前
に
荘
-
型
と
の
'
二
本
立
て
を
と
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
。

こ
れ
以
外
の
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
克
服
し
て
'
学
習
者
1
人
ひ
と
り
が
意
欲

的
に
学
習
で
き
る
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
'
学
習
者
7
人
ひ
と
り
に
「
国
語
工
」

の
め
ざ
す
学
力
を
身
に
つ
け
さ
せ
て
い
き
た
い
。

(
広
島
大
学
附
属
高
等
学
校
教
諭
一
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